
市長に聞く
　八街っ子夢議会が１月 24 日（火）
に市議会議場において開催されました。
市内の小・中・高校生が、身近な問題
を市長などに問いかけました。
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市議会だより市議市議市議市議市議市議市議市議市議市議市議市議市議市議市議市議市議
やちまたやちまたやちまたやちまた
市議会だより市議会だより
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平成27年度֤会計決算͕ೝఆ͞Ε·ͨ͠　

平成２7年度一般会計決算

※歳入歳出差引額10億3千万円は、翌年度への繰越しや、
　基金に積み立てました。

債ࢢ
12億2千200万円
　ʢ6.0％ʣ

国ɾݝ支出ۚ
47億2千 800万円
ʢ23.2％ʣ

ͼख数ྉٴ用ྉ࢖
2億8千600万円
ʢ1.4％ʣ

分担ۚٴͼ負担ۚ
1億9千100万円
ʢ0.9％ʣ

஍ํަ෇੫
40億4千 800万円
ʢ19.8％ʣ

公債費
ʤआΓ͍ͯΔ͓ۚͷ
　ฦࡁʥ
21億6千200万円
ʢ11.1％ʣ

ҭ費ڭ
ʤֶڭߍҭͷॆ実ͳͲʹʥ
18億8千700万円
ʢ9.7％ʣ

　　Ӵੜ費
　ʤࢢ民ͷ健康ҡ࣋
　΍͝ΈॲཧͳͲʹʥ
20億2千200万円
ʢ10.4％ʣ

ٞ会費
2億3千400万円
ʢ1.2％ʣ

૯຿費
ʤࢢ໾ॴͷӡӦͳͲʥ
20億9千300万円
ʢ10.8％ʣ

民ੜ費
ʤ෱ࢱͷॆ実ͳͲʹʥ
83億3千200万円
ʢ43.0％ʣ

౔໦費
ʤ道࿏ɺڮɺՏ઒
ͷ੔උͳͲʹʥ
9億7千 800万円
ʢ5.0％ʣ

೶ྛ水࢈業費
ʤ೶業ͷৼڵͳͲʹʥ
2億2千 500万円
ʢ1.2％ʣ

঎޻費
ʤ঎業ͷৼڵͳͲʹʥ
2億6千500万円
ʢ1.4％ʣ

ফ๷費
ʤফ๷๷ࡂͳͲʹʥ
11億9千400万円
ʢ6.2％ʣ

2��ԯ2ઍ2��ສԁ

���ԯ�ઍ 2��ສԁ

஍ํৡ༩੫
1億9千400万円
ʢ1.0％ʣ

஍ํফ費੫ަ෇ۚ
12億100万円
ʢ5.9％ʣ

੫ࢢ
70億6千400万円
ʢ34.6％ʣ

ॾ収入
6億9千500万円
ʢ3.4％ʣ

ͦͷଞ
2億5千700万円
ʢ1.2％ʣ

ӽۚ܁
4億9千300万円
ʢ2.4％ʣ
入ۚ܁
4千300万円
ʢ0.2％ʣ

本決算は、10月4日～6日に決算審査特別委員会で審査が行なわれ、
12月定例会初日（11月28日）に委員長報告終了後、認定されました。

歳　入

歳　出
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区　分 平成27年度 平成26年度 平成25年度
財政力指数 0.635 0.626 0.626
実質収支比率 7.4％ 7.1％ 4.1％
経常収支比率 90.3％ 94.9％ 95.8％
公債費負担比率 14.8％ 16.2％ 17.1％

਺ࢦ੓ྗࡒ˙

˙࣮࣭ऩࢧൺ཰

ൺ཰ࢧৗऩܦ˙

අෛ୲ൺ཰࠴ެ˙

３年間の平均値で表す。１に近いほど財政力が強い。
１を超えるほど余裕財源を持っていることになる。

実質収支額の水準を判断するもの。３～５％が望まし
いとされる。

財政構造の弾力性を示す指標として用いられ、この比
率が高いほど経常一般財源に余裕がなくなると考えら
れ、通常は、75％～ 80％未満が標準とされている。

財政の硬直性の高まりを示す指標。地方債の元利償還金に
使われた一般財源の、一般財源総額に対する割合。一般的
には15％が警戒ライン20％が危険ラインとされている。

੓ࡒ
ඪࢦ

区　分 歳入決算額 歳出決算額
一般会計 204億2千200万円 193億9千200万円
国民健康
保　険 111億7千900万円 115億　　700万円

後期高齢者
医　療 4億　　4千万円 4億3千500万円

介護保険 41億6千800万円 40億3千600万円

下水道事業 14億1千600万円 13億9千600万円

平成 27年度一般会計・特別会計決算

平成 27年度水道事業会計決算
区　分 決算額

水 道 事 業 収 益 10億6千200万円
水 道 事 業 費 用 10億6千300万円
資 本 的 収 入 9千800万円
資 本 的 支 出 3億7千800万円

平成 27年度一般会計決算、討論！　 ）約一部要（ 

　

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

反対討論 賛成討論予算編成時、総額６億２千300
万円の予算不足に、市民サービス
の削減、職員の削減・給与削減な

どで穴埋めされるというきわめて異例の予算確保をした
ものの、決算では約10億円もの剰余金を生み出していま
す。財政見通しの大きな乖離は不信感にもつながり、余
剰金の積み立てという処分に市長の市政運営に対する姿
勢が問われます。市民の厳しいくらしに寄り添って施策
をすすめ、市民の願いをかなえる行財政の運営を強く求
めるものです。
歳出・民生費では、生活保護費の削減が進められてお

り、27年度は３回目の引き下げとは、受給世帯の生活実
態とかけ離れたものとなっています。また、これまでの
長寿祝い金制度を廃止し、100歳高齢者のみに５万円を
支給する事業への縮小や難病見舞金の縮小で２千500万
円もの削減。さらに子ども医療費の自己負担の引き上げ
など、子育て支援や高齢者支援が求められている中で逆
行する予算執行であり、財政難を理由に弱者切り捨ては
認められません。土木費では、市営住宅のありかたが問
われています。高齢者の入居が多い交進・笹引・朝陽住
宅は老朽化がすすみ、耐震性に欠け大変危険な建物と
なっています。一方、九十九路・長谷団地は空き室が多
く事業の効率性が問われます。教育費では、学校図書
費・教材用備品費など、本来教育のために使われるべき
予算が確保されていません。子どもたちに我慢を強いる
ことはあってはならず、予算編成時の一律カットではな
く教育予算確保への見直しが必要です。
平成27年度は剰余金のうち６億円を財政調整基金への

積み立てとしましたが、市民のくらし・福祉・教育に活
用することを強く求め、反対討論とします。

創意工夫のもと関連する事業へ
のさまざまな取組の主なものをあ
げると、公共交通対策やふれあい

バス運行事業、榎戸駅自由通路整備及び駅舎橋上化に関
わる事業など、交通ネットワークの充実を図る施策。防
災備蓄倉庫の整備や備蓄用資機材等の充実及び自主防災
組織に対する運営補助など犯罪や交通事故の少ない防
犯・防災体制の充実した街を目指した施策。親子サロン
の開設など、地域福祉力を高め、地域で支え合いなが
ら、民間と行政とが連携して福祉の充実を推進していく
施策。クリーンセンター関連の経費、道路排水・流末排
水施設整備事業など、恵まれた豊かな自然環境を守り、
市民一人ひとりが自然の大切さを認識する自然環境にや
さしい街を目指した施策。屋内運動場非構造部材耐震改
修工事、児童・生徒援助奨励費、中央公民館、スポーツ
プラザ、給食センターの施設整備など、市民一人ひとり
がいつでも学習機会を得て、スポーツに親しむことがで
きる街を目指した施策。消費活動の促進としてのプレミ
アム付商品券発行事業補助や農業体験ツアー事業補助、
観光用パンフレット発行等事業補助、農業体験インター
ンシップ事業など、地域特性を十分に生かし、育てる力
を最大限に発揮できる街を目指す施策。市民と行政の役
割分担を確立し、市民やまちづくり団体がいきいきと活
動する基本的なルール、「協働のまちづくり指針」が策
定され、一層、協働の認識が深まり、市民参加や市民活
動が進む施策などがあります。さらに、基本構想の見直
しが行われ、10年間のまちづくりの指針となる「八街市
総合計画2015」が策定されたことから、社会経済情勢の
変化を的確にとらえたサービスを提供し、持続的な発展
するまちづくりが進められることなど、高く評価すべき
ものと考え、賛成討論とします。



�� ձͩΑΓʛ平成29年（2017年）2月10日ٞࢢ

ٞ Ҋ ͷ ಺ ༰

型
サ
ー
ビ
ス
」
に
移
行
す
る
。

◆
指
定
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス

基
準
条
例
の
改
正

○�

主
な
改
正
点
…
「
介
護
予
防
認
知

症
対
応
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
が
参
加
す
る
『
運
営
推

進
会
議
』
の
設
置
を
義
務
付
け
、

外
部
か
ら
サ
ー
ビ
ス
内
容
等
が

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
。

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

○�

医
療
保
険
分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
。

・
医
療
保
険
分
…
52
万
円
→
54
万
円

・
後
期
高
齢
者
支
援
分
…

�

17
万
円
→
19
万
円

◆�

寄
附
及
び
開
発
行
為
に
よ
り
帰
属

を
受
け
た
道
路
を
市
道
に
認
定

　

○
12
路
線
…
１
千
５
４
９
・
５
ｍ

　
予
　
算

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

○�

平
成
28
年
８
月
22
日
の
台
風
９
号

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農
産
物
の

生
産
に
必
要
な
施
設
・
機
械
の
復

旧
・
取
得
を
支
援
す
る
。

�
（
１
億
５
千
６
８
０
万
円
）

○�

台
風
９
号
等
に
伴
う
災
害
復
旧
工

事
・
市
道
２
２
３
号
線
路
肩
補
修

�

（
１
２
９
万
６
千
円
）

・
市
道
大
谷
流
６
号
線
道
路
補
修

�

（
２
３
３
万
３
千
円
）

　

一
枚
…
７
円
30
銭
→
７
円
51
銭

◆
一
般
職
の
給
与
等
の
改
正

○�

今
年
度
の
人
事
院
勧
告
及
び
県
人

事
委
員
会
勧
告
に
お
い
て
、
公
務

員
の
給
与
が
民
間
給
与
を
下
回
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

の
で
、
給
料
表
及
び
勤
勉
手
当
の

引
き
上
げ
を
行
う
。
ま
た
、
扶
養

手
当
の
見
直
し
も
行
う
。

〔
給
料
表
の
改
定
〕

・�

人
勧
等
に
準
じ
て
給
料
月
額
を

０
・
19
％
（
平
均
）
引
き
上
げ
。

〔
扶
養
手
当
の
見
直
し
〕

・
配
偶
者
…
１
万
３
千
円
→

�

６
千
５
０
０
円

※�

平
成
31
年
度
ま
で
に
段
階
的
に
減

額
○
子
…
６
千
５
０
０
円
→
１
万
円

※�

平
成
31
年
度
ま
で
に
段
階
的
に
増

額
◆
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準

条
例
の
改
正

○�

主
な
改
正
点
…
「
小
規
模
型
通
所

介
護
（
19
人
未
満
の
小
規
模
な
通

所
介
護
）
」
に
つ
い
て
、
地
域
と

の
連
携
や
運
営
の
透
明
性
の
確
保

が
よ
り
求
め
ら
れ
る
「
地
域
密
着

　
条
　
例

◆
八
街
市
議
会
議
員
・
八
街
市
長
の

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
の
改
正

○�

３
年
に
一
度
の
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
の
年
に
、
そ
の
基
準
の
見
直

し
を
行
う
こ
と
を
例
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
、
平
成
26
年
４
月
施
行
の

消
費
税
増
税(

５
％
→
８
％)

を
踏

ま
え
て
、
公
費
負
担
の
限
度
額
を

３
％
分
引
き
上
げ
る
。

〔
市
議
会
議
員
・
市
長
〕

・
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
借
入
契
約

　

一
日
…
１
万
５
千
３
０
０
円
→

�

１
万
５
千
８
０
０
円

・
燃
料
の
供
給
に
関
す
る
契
約

　

一
日
…
７
千
３
５
０
円
→

�

７
千
５
６
０
円

・�

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
（
１
６
７

枚
）
の
作
成
単
価

　

一
枚
…
２
千
３
１
８
円
→

�

２
千
３
８
５
円

〔
市
長
〕

・
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
ビ
ラ
作
成

小தֶߍの௨ֶ࿏におけるొ下ߍதのݥةՕॴは、อऀޢ、地Ҭ、ٴͼֶߍによってࣇಐ生ెのొ下ߍの
見कりやަ௨҆શ指ಋにऔり૊まれていますが、ݶքがありશてを໢ཏすることはで͖ませΜ。௨ֶ࿏でࣇಐ
生ెがొ下ߍதにނࣄにあ͏ことはઈରにあってはなΒͣ、൵ࢂなނࣄを܁り返さないたΊに௨ֶ࿏における
ަ௨҆શࢪઃの੔උをଅ進することが早ٸにٻΊΒれています。
ついては、下هのとおりڧくཁ๬いたします。（一෦ൈਮ 


ه
１ɽ௨ֶ࿏のަ௨҆શの֬อ。
̎ɽࢪઃઃඋにかかるࡒ੓ાஔの֦ॆ。

　ऺ議Ӄ議௕　ࢀ議Ӄ議௕　಺ֳ૯ཧ大ਉ　
あて　　ࣄ஌ݝ຿大ਉ　จ෦Պֶ大ਉ　ઍ༿ࡒ　

意見書を国などに提出 (議員発議 )

��݄ఆྫ会
ఏग़ٞҊのओͳ಺༰

　ฏ੒2�೥12月ఆྫ会͸、11月
2�日に開会され、議案1�݅、議
員ൃ議̍݅がఏग़され審議され
ました。
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委員会での
　審査　

　12月9日、12日、13日に各常任
委員会が開催され、付託された
議案等を審査しました。（紙面
の都合上、質疑等の一部を掲載
します。）

３
９
８
万
８
千
円
で
す
。

◆
市
税
条
例
の
一
部
改
正

特
定
一
般
医
薬
品
等
購
入
費
が

１
万
２
千
円
を
超
え
る
場
合
、
超

え
る
金
額
を
総
所
得
金
額
か
ら
控
除
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
一
般
用
医
薬
品
と

し
て
認
可
さ
れ
た
ス
イ
ッ
チ
О
Ｔ
Ｃ
医

薬
品
は
何
種
類
あ
る
の
か
。

製
品
は
１
千
５
２
５
品
目
あ
り

ま
す
。
医
薬
品
に
は
「
税
の
控
除

に
な
る
」
と
い
う
表
示
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
さ
れ
、
領
収
書
に
も
表
示
さ
れ
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス

テ
ム
の
変
更
内
容
は
。

提
供
で
き
る
個
人
情
報
を
追

加
す
る
た
め
で
、
追
加
情
報
は
、

障
害
者
関
係
、
児
童
福
祉
関
係
、
国

民
健
康
保
険
関
係
、
介
護
保
険
関
係
、

健
康
保
健
事
業
に
関
す
る
こ
と
で
す
。

市
上
水
道
経
営
戦
略
策
定
の
具

体
的
な
目
的
は
。

水
需
要
の
減
少
な
ど
、
水
道
事

業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
し
つ
つ
あ
り
、施
設
の
耐
震
化
な
ど
、

様
々
な
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
水
道
事
業
に
お
け
る
中
長
期

的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
「
安
全
」、

「
強
じ
ん
」、「
持
続
」
の
３
つ
の
観
点

に
立
脚
し
た
、「
八
街
市
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
策
定
を
行
う
も
の
で
す
。

૯

ɹ
ɹ຿

◆�

八
街
市
議
会
議
員
及
び
八
街
市
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負

担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

ポ
ス
タ
ー
の
製
作
費
は
、
現
状

と
条
例
と
の
差
額
が
か
な
り
あ
る

が
状
況
は
。

根
拠
が
な
い
の
で
、
差
額
を
調

査
し
て
い
ま
せ
ん
。
一
枚
当
た
り

２
千
３
８
５
円
と
な
り
ま
す
が
、
あ
く

ま
で
も
限
度
額
と
し
て
支
払
っ
て
い
る

も
の
で
、
選
挙
の
説
明
会
時
に
市
の
財

政
状
況
を
説
明
し
、
出
来
る
だ
け
節
減

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

◆
一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

給
料
表
の
改
定
内
容
は
。

初
任
給
を
１
千
５
０
０
円
引
き

上
げ
、
そ
の
他
は
４
０
０
円
か
ら

１
千
５
０
０
円
の
引
き
上
げ
を
基
本
に

改
定
し
、
今
回
の
引
き
上
げ
の
総
額
は

◆�

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準

条
例
の
一
部
改
正

小
規
模
型
通
所
介
護
か
ら
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
移
行
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
主
に
何
が
変
わ
る
の
か
。

都
道
府
県
に
あ
っ
た
権
限
が
市

町
村
に
委
譲
さ
れ
ま
す
。

◆
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
基
準
条
例
の
一
部
改
正

ど
の
高
齢
者
も
平
等
に
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
に
、
具
体
的
に

何
が
実
施
さ
れ
る
の
か
。

運
営
推
進
会
議
に
お
い
て
、
直

接
利
用
者
、
ま
た
ご
家
族
の
方
か

ら
得
ら
れ
る
意
見
の
中
で
、
問
題
が

あ
れ
ば
、
改
善
を
図
っ
て
い
く
の
が

中
心
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
今
回
の
課
税
限
度
額
引
き
上
げ

に
伴
い
影
響
を
受
け
る
世
帯
数

は
。

医
療
保
険
分
で
は
、
改
正
後
は

２
９
９
世
帯
。
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
で
は
、
改
正
後
は
１
６
３
世
帯

で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

を
受
け
て
い
る
人
数
と
助
成
額

は
。

จ
ڭ
෱
ࢱ

今
年
度
の
８
月
現
在
で
は
、
全

体
で
１
千
８
３
人
、
う
ち
高
校

生
は
25
人
で
す
。
市
民
税
所
得
割
が

非
課
税
世
帯
の
方
は
全
額
助
成
と
な

り
、
課
税
世
帯
の
方
は
１
回
あ
た
り

３
０
０
円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

中
央
公
民
館
施
設
等
改
修
工
事

の
内
容
は
。

ボ
イ
ラ
ー
室
の
機
械
を
撤
去

し
、
撤
去
跡
の
補
修
を
行
い
、
倉

庫
と
し
て
使
用
す
る
も
の
で
す
。

小
学
校
施
設
維
持
管
理
工
事
の

内
容
は
。

北
小
学
校
放
送
設
備
の
老
朽
化

に
伴
う
改
修
工
事
で
す
。
他
の
学

校
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
検

討
し
て
い
ま
す
。

保
育
士
を
派
遣
で
は
な
く
、
正

規
に
雇
用
す
る
こ
と
は
。

不
足
す
る
保
育
士
は
な
る
べ
く

正
規
職
員
で
対
応
し
た
い
意
向
を

持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
人
員
要
望
は

引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

౴౴ ໰໰

౴ ໰౴ ໰౴ ໰

౴ ໰

౴౴౴౴

౴ ౴໰
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▲改修を待つ放送設備
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◆�
八
街
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
認
可
区
域
17‌

・
７
ha
を
加
え
、

第
６
負
担
区
と
し
て
負
担
金
額
を

設
定
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
可
決

さ
れ
た
あ
と
の
流
れ
を
伺
う
。

受
益
者
負
担
金
は
、
５
年
間
20

回
に
分
け
て
、
年
４
回
ず
つ
の

納
付
を
お
願
い
す
る
形
に
な
り
ま
す
。

税
と
は
異
な
り
こ
の
負
担
金
は
、
建

設
財
源
で
す
の
で
、
５
年
間
お
支
払

い
い
た
だ
い
た
ら
、
新
た
な
賦
課
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

市
道
大
谷
流
６
号
線
の
工
事
箇

所
は
、
道
路
と
接
岸
し
て
い
る
河

川
が
弱
く
な
っ
て
い
る
が
、
大
丈
夫

な
の
か
。路

面
に
亀
裂
が
入
っ
た
所
の
改

修
に
な
り
ま
す
。
河
川
は
小
排
水

路
で
す
の
で
影
響
は
出
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
炉
が
傷

ん
で
い
ま
す
が
、
炉
の
延
命
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

平
成
30
年
度
に
は
竣
工
し
て
か

ら
15
年
を
迎
え
、
焼
却
施
設
の
老

朽
化
も
進
ん
で
く
る
の
で
、
計
画
的

な
補
修
業
務
が
必
要
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

経
済
ݐ
ઃ

ゴ
ミ
の
有
料
化
に
つ
い
て
の
方

針
を
伺
う
。

ま
ず
は
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
如
何
に
ゴ

ミ
を
減
ら
す
か
に
つ
い
て
し
っ
か
り

考
え
、
ま
た
、
更
な
る
分
別
も
捉
え

な
が
ら
、「
燃
や
さ
な
い
」「
埋
め
な

い
行
政
」
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
有
料
化
に
つ
い

て
は
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
で
検
討
す
る

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
意

見
も
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
、
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

原
発
に
か
か
る
焼
却
灰
の
処
理

状
況
は
。

原
発
の
被
爆
に
よ
る
焼
却
灰

は
、
昨
年
11
月
に
処
理
が
す
べ
て

終
了
し
、
保
管
し
て
い
た
建
屋
は
空

い
て
い
ま
す
。

ฏ੒��೥��݄ఆྫձٞҊ౳ࢍ൱Ұཡ
議
案
番
号
等

໊݅ ݁Ռ

֤ٞһͷࢍ൱
議
長 誠和会 公明党 やちまた21 日　本

共産党
会派に所属
しない議員	

小
髙
良
則

湯
淺
祐
德

林

修

三

石
井
孝
昭

木
村
利
晴

小
山
栄
治

小
菅
耕
二

鈴
木
広
美

山
田
雅
士

新
宅
雅
子

川
上
雄
次

服
部
雅
恵

角

麻

子

加

藤

弘

林

政

男

小
澤
孝
延

丸
山
わ
き
子

京
増
藤
江

山
口
孝
弘

桜
田
秀
雄

継　続　審　査　議　案
議 14 平成２７年度八街市一般会計歳入歳出決算の認定 認定 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ×
議 15 平成２７年度八街市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
議 16 平成２７年度八街市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
議 17 平成２７年度八街市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
議 18 平成２７年度八街市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
議 19 平成２７年度八街市水道事業会計決算の認定 認定 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

市　長　提　出　議　案

議 1 八街市議会議員及び八街市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 2 八街市長の選挙におけるビラの作成の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 3 八街市一般職の職員の給与等に関する条例及び八街市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 4 非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 5 八街市税条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
議 6 八街市指定地域密着型サービス基準条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 7 八街市指定地域密着型介護予防サービス基準条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 8 八街市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議 9 八街市八街都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 10 市道路線の認定 原案可決 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 11 平成２８年度八街市一般会計補正予算 原案可決 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
議 12 平成２８年度八街市介護保険特別会計補正予算 原案可決 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 13 平成２８年度八街市下水道事業特別会計補正予算 原案可決 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 14 平成２８年度八街市水道事業会計補正予算 原案可決 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 15 平成２８年度八街市一般会計補正予算 原案可決 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　員　提　出　議　案
発 6 通学路の交通安全の確保の促進に関する意見書の提出 原案可決 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案番号等欄　　議・・議案　発・・議員提出議案　※小髙良則議長は採決に加わりません。　各議員の賛否欄　　○・・賛成　　╳・・反対　　欠・・欠席　	

౴౴ ౴ ໰໰ ໰

౴ ౴໰ ໰

▲埋めない行政にご協力を！(クリーンセンター )
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市 政 を 問 う！
　一般質問は、市の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、見解を求めるものです。
12月定例会の一般質問は、12月1日（木）、2日（金）、5日（月）の3日間に14名の議員が質問し

）。すまいてし載掲てし約要を部一のそ、で係関の面紙はでここ（。たしま

本
庁
舎
に
つ
い
て

本
庁
舎
の
耐
震
性
は
「
新
耐

震
基
準
後
に
建
て
ら
れ
問
題
は

な
い
。」
と
の
答
弁
を
行
っ
て
き
た

が
、
耐
震
診
断
が
必
要
に
な
っ
た
。

や
る
こ
と
が
チ
グ
ハ
グ
で
詰
め
が
甘

い
の
で
は
な
い
か
。

本
庁
舎
は
昭
和
56
年
12

月
に
竣
工
の
た
め
新
耐
震

基
準
で
設
計
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
た
が
、
実
際
に
設
計
さ
れ

た
の
は
昭
和
55
年
で
し
た
。
旧
耐
震

基
準
で
建
て
ら
れ
た
建
築
物
は
耐
震

診
断
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
現

在
業
者
に
委
託
中
で
平
成
28
年
12
月

20
日
に
は
結
果
が
判
明
し
ま
す
。

第
２
庁
舎
に
つ
い
て

平
成
６
年
か
ら
積
み
立
て
て

き
た
「
市
庁
舎
建
設
基
金
条
例
」

が
平
成
24
年
３
月
議
会
で
廃
止
さ
れ
、

積
立
金
７
億
９
千
１
３
３
万
７
千
円

が
一
般
会
計
に
組
み
入
れ
さ
れ
た
。

第
２
庁
舎
に
耐
震
問
題
が
生
じ
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
が
「
市
庁
舎
建
設

基
金
」
の
廃
止
は
政
策
判
断
の
誤
り

で
は
な
い
か
。廃

止
し
た
基
金
は
学
校

な
ど
の
耐
震
化
工
事
等
に

使
わ
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
、

安
心
の
た
め
に
使
わ
れ
た
も
の
で
す

の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
24
年
当
時
、
庁
舎
内

で
「
第
２
庁
舎
の
危
険
性
は
指

摘
さ
れ
て
い
た
。」
と
証
言
が
あ
る
。

知
っ
て
い
て
提
案
し
た
と
い
う
こ
と

は
議
会
を
騙
し
た
こ
と
に
な
る
。

第
２
庁
舎
の
非
常

階
段
は
腐
食
し
危
険

な
た
め
、
平
成
12
年
に
使
用
禁
止
に

し
ま
し
た
。
議
員
の
皆
さ
ん
を
騙
し

て
と
か
、
そ
う
い
う
意
識
は
全
く
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
桜
田
　
秀
雄

市
庁
舎
建
設
基
金
の
廃
止
は

　
　
政
策
判
断
の
誤
り
で
は
？
…

ਓݸ
࣭໰

໰

໰

໰ 市
長

૯
຿
部
長

市
長

▶
第
２
庁
舎

▶
本
庁
舎
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日
本
共
産
党
　
京
増
　
藤
江

地
域
経
済
活
性
化
を

ਓݸ
࣭໰

利
便
性
の
高
い

　
　
　
　

乗
合
タ
ク
シ
ー
に

運
行
の
目
的
と
利
用
に
あ

た
っ
て
年
齢
、
距
離
要
件
、
ま

た
市
民
非
課
税
者
を
対
象
と
す
る
と

い
う
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
具
体
化
さ
れ
る
の
か
。

車
を
利
用
で
き
な
い
高

齢
者
に
、
路
線
バ
ス
や
ふ

れ
あ
い
バ
ス
に
か
わ
る
ド
ア
・
ツ
ー
・

ド
ア
の
移
動
手
段
を
提
供
し
、
地
域

の
住
民
の
方
が
声
を
か
け
合
い
、
共

同
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
を

通
し
て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形

成
に
寄
与
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

市
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画

の
中
で
、
高
齢
者
の
皆
様
に
利
用
し

や
す
い
制
度
と
な
る
よ
う
、
慎
重
に

検
討
し
ま
す
。

利
用
者
負
担
に
つ
い
て
、
バ

ス
と
同
じ
よ
う
に
負
担
軽
減
を

図
る
こ
と
を
求
め
る
が
如
何
か
。

運
用
等
し
て
い
く
中

で
、
よ
り
よ
い
制
度
に
な

る
よ
う
改
善
に
努
め
、
こ
の
制
度
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
周
知

し
て
い
き
ま
す
。

住
宅
リ
フ
オ
ー
ム
助
成

制
度
に
つ
い
て
、
今
後
も

国
庫
補
助
金
の
増
額
を
要
望
す
る

と
と
も
に
、
事
業
継
続
を
し
た
い
。

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
で
、

地
元
業
者
の
仕
事
確
保
に
つ
な

が
る
こ
と
を
求
め
る
が
如
何
か
。

今
現
在
、
介

護
保
険
の
住
宅

改
修
は
、
79
件
の
う
ち
市
内
業
者

発
注
は
16
件
。
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
29
件
の
う
ち
市
内
業
者

は
10
件
で
す
。
事
業
者
の
選
定
は
、

個
人
の
判
断
で
あ
り
、
全
て
を
地

元
業
者
に
依
頼
す
る
の
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
。

払
え
る
国
保
に

国
保
税
な
ど
を
滞
納
す
る
と

７
・
３
％
の
延
滞
金
が
つ
く
。

延
滞
金
が
つ
く
ま
え
に
、
親
身
な
相

談
活
動
の
充
実
を
求
め
る
が
如
何

か
。

生
活
状
況
を
伺
い
な
が

ら
納
税
計
画
を
立
て
る
な

ど
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
予
算
編
成
方
針
、

　
　
　
　
　
　
　

重
点
施
策

ど
の
よ
う
な
方
針
か
伺
う
。

歳
入
に
見
合
っ
た
規
模

の
通
年
型
予
算
編
成
と

し
、
重
点
施
策
は
、
榎
戸
駅
整
備
事

業
や
学
校
の
空
調
整
備
、
脳
ド
ッ
ク

受
診
の
一
部
助
成
、
病
後
児
保
育
、

朝
陽
小
学
校
前
の
交
差
点
改
良
、
第

１
庁
舎
の
耐
震
改
修
な
ど
で
す
。

平
成
26
年
・
27
年
度
の
決
算

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
億
円
と
い

う
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
が
さ
れ

た
が
、
市
民
の
暮
ら
し
・
福
祉
・
教

育
に
関
わ
る
予
算
を
削
り
に
削
っ
た

も
の
で
あ
る
。
来
年
度
の
予
算
編
成

で
は
教
育
・
福
祉
予
算
を
見
直
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
朝
陽
小
の
交
差
点

は
、
来
年
度
中
に
解
決
が
で
き
る
の

か
伺
う
。

交
差
点
の
形
態
に

つ
い
て
公
安
委
員
会

等
と
の
協
議
が
終
了
し
、
地
権
者

の
方
と
交
渉
を
行
っ
て
お
り
、
で

き
れ
ば
29
年
度
か
ら
の
着
手
に
努

め
ま
す
。

雇
用
確
保
と

　
　
　

地
元
業
者
の
育
成
を

本
市
は
、
保
育
士
が
８
名
不

足
し
、
３
分
の
１
の
保
育
士
が

非
正
規
で
あ
る
。
正
規
雇
用
拡
大
で

保
育
士
の
充
足
を
求
め
る
が
如
何
か
。

保
育
士
確
保
に
憂
慮
し

て
お
り
、
計
画
的
雇
用
に

努
め
ま
す
。

介
護
施
設
の
職
員
確
保
に
支

援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

介
護
従
事
者
の
確
保
は

大
き
な
課
題
で
す
。「
介

護
従
事
者
の
処
遇
改
善
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
適

切
な
報
酬
の
評
価
・
設
定
を
行
う

よ
う
」
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
要

望
し
て
い
ま
す
。

27
年
度
決
算
に
お
い
て
、
住

宅
リ
フ
オ
ー
ム
助
成
制
度
の
経

済
波
及
効
果
は
約
17
倍
で
あ
っ
た
。

市
税
収
な
ど
の
収
納
率
が
低
い
中
、

地
元
業
者
の
仕
事
を
い
か
に
確
保
す

る
か
と
い
う
点
で
、
こ
の
制
度
は
必

要
で
あ
る
。
今
後
も
制
度
の
継
続
及

び
拡
充
を
求
め
る
が
如
何
か
。

日
本
共
産
党
　
丸
山
　
わ
き
子

市
民
の
く
ら
し
・

　
　
　
福
祉
・
教
育
の
充
実
を

ਓݸ
࣭໰

໰

໰

໰

໰໰

໰

໰

໰

໰

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

ݐ
ઃ
部
長

ߴ
ྸ
ऀ
෱
ࢱ
՝
長
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教
育
問
題

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を

受
け
て
市
教
育
委
員
会
は
こ
の

結
果
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。

正
答
率
は
全
国
平
均
・

県
平
均
を
下
回
っ
て
お

り
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
様
で
す
。
評

価
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
小
学
校
の

話
す
・
聞
く
能
力
は
全
国
と
の
差
が

４
ポ
イ
ン
ト
、
中
学
校
の
書
く
能
力

は
全
国
と
の
差
が
４
ポ
イ
ン
ト
、
数

学
的
な
技
術
は
２
ポ
イ
ン
ト
縮
ま
っ

て
お
り
、
わ
ず
か
な
が
ら
前
年
度
よ

り
向
上
し
て
い
ま
す
。

英
語
教
育
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

は
。

英
語
力
を
向
上
さ
せ
る

に
は
、
教
員
の
英
語
力
及

び
指
導
力
向
上
が
不
可
欠
と
考
え
て

い
ま
す
。
文
部
科
学
省
主
催
の
英
語

教
育
推
進
リ
ー
ダ
ー
中
央
研
修
が
行

わ
れ
て
お
り
、
市
内
中
学
校
か
ら
千

葉
県
枠
８
名
の
う
ち
の
１
名
と
し
て

推
薦
さ
れ
、
受
講
す
る
と
と
も
に
、

市
内
に
伝
達
し
、
指
導
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

障
が
い
が
あ
る
方
や
ご
家
族

の
多
種
多
様
な
生
活
課
題
等
を

解
決
す
る
に
は
、
多
職
種
の
協
働
が

必
要
で
す
。ご
家
族
へ
の
支
援
状
況
は
。

包
括
的
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
関
係
機
関
と
の

横
断
的
な
連
携
の
強
化
に
努
め
、
あ

ら
ゆ
る
人
が
孤
立
し
た
り
、
排
除
さ

れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
養
護
し
ま
す
。

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人

が
分
け
隔
て
ら
れ
ず
、
と
も
に
支
え

合
い
、
と
も
に
暮
ら
せ
る
社
会
が
実

現
で
き
る
よ
う
に
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
心
の
バ
リ
ア
が
少
な
く
な
り
、

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
と
も

に
暮
ら
し
、
地
域
に
お
い
て
支
え
合

い
、
つ
な
が
り
合
え
る
街
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備

市
道
１
１
５
号
線
の
概
略
設

計
後
の
整
備
、
ま
た
吉
倉
交
差

点
の
改
良
は
。吉倉

交
差
点
か
ら
沖
十

字
路
を
通
り
千
葉
市
に
向

か
う
路
線
で
、
延
長
約
４
千
５
０
０

ｍ
、
幅
員
10
ｍ
の
計
画
内
容
で
す
。

今
後
も
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

を
活
用
し
、
部
分
的
で
す
が
整
備
で

き
る
よ
う
に
調
査
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。交
差
点
改
良
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
県
印
旛
土
木
事
務
所
と
連

携
を
図
り
、
協
議
を
重
ね
な
が
ら
実

現
に
向
け
要
望
し
ま
す
。

福
祉
の
推
進

障
害
者
基
本
法
は
、
精
神
障

害
を
明
確
に
定
め
障
害
者
計
画

の
策
定
を
も
た
ら
し
、
そ
の
後
の
施

策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

平
成
16
年
の
法
改
正
で
は
、
基
本
的

理
念
と
し
て
障
が
い
者
へ
の
差
別
を

し
て
は
な
ら
な
い
旨
が
規
定
さ
れ
、

地
方
自
治
体
の
障
害
者
計
画
の
策
定

が
義
務
化
さ
れ
る
な
ど
、
近
年
、
障

が
い
が
あ
る
方
を
取
り
巻
く
環
境
が

変
革
し
続
け
て
い
ま
す
。
障
害
者
権

利
条
約
へ
の
批
准
を
含
め
、
関
係
法

令
の
状
況
は
。障害

者
差
別
解
消
法
で

は
、
全
て
の
国
民
が
障
が

い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
合
い
、
共
生
す
る

社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
特
に
福
祉
分

野
に
関
わ
る
事
業
者
は
、
障
が
い

に
対
し
不
当
な
差
別
取
り
扱
い
を

し
な
い
こ
と
、
ま
た
必
要
か
つ
合

理
的
な
配
慮
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
、

障
害
者
制
度
の
充
実
が
図
ら
れ
、

障
が
い
の
あ
る
方
を
取
り
巻
く
環

境
が
整
備
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る

　
　
　
つ
な
が
り
あ
え
る
街
づ
く
り

ਓݸ
࣭໰

や
ち
ま
た
��
　
小
澤
　
孝
延

や
ち
ま
た
��
　
林
　
政
男

安
全
な
交
差
点
と

　
　
　
　
子
ど
も
の
学
力
向
上
を

ਓݸ
࣭໰

໰

໰

໰

໰

໰

市
長

市
長

市
長

長
ҭ
ڭ

長
ҭ
ڭ

▲交差点改良を待つ吉倉交差点

▲やちまたふくしフェスタ
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路
面
表
示
な
ど
も
含
め
た
整
備
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
検
討
し
ま
す
。

曇
ら
な
い
ミ
ラ
ー
の
設
置

は
。

曇
ら
な
い
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
は
、
冬
場
に

お
け
る
結
露
防
止
に
大
変
有
効
な
も

の
で
、
蓄
熱
式
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
、
現
在
６
カ
所
ほ
ど
設
置
し
て
い

ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
整
備
状

況
は
。平

成
27
年
度
ま
で
に
八

街
東
小
付
近
の
市
道
一
区

39
号
線
、
川
上
小
学
校
周
辺
の
市
道

１
１
４
号
線
、
八
街
駅
南
側
周
辺
な

ど
市
内
６
路
線
、
約
３
千
５
０
０

メ
ー
ト
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
整
備
を
実

施
し
、
通
学
路
の
安
全
確
保
に
努
め

ま
す
。

乳
幼
児
を
連
れ
た
保
護

者
に
外
出
時
の
授
乳
や
オ

ム
ツ
替
え
の
場
所
を
提
供
す
る
た
め

の
移
動
が
可
能
な
テ
ン
ト
や
、
オ
ム

ツ
交
換
台
、
授
乳
用
椅
子
等
、
備
品

一
式
を
完
備
し
た
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん

の
駅
の
導
入
は
、
他
市
の
利
用
状
況

や
導
入
方
法
な
ど
、
調
査
、
研
究
検

討
を
進
め
ま
す
。

学
力
向
上

学
力
向
上
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
内
小
・
中
学
校
で
は

学
力
向
上
に
お
け
る
達
成

目
標
を
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
に
お
い
て
全
国
平
均
に
到
達
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、全
小
・

中
学
校
に
毎
学
期
、
授
業
改
善
・
学

力
向
上
プ
ラ
ン
を
提
出
さ
せ
、
指
導

主
事
が
直
接
訪
問
し
、
授
業
研
究
等

で
指
導
す
る
な
ど
、
教
職
員
の
指
導

力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
職
員
提
案
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

道
路
整
備
の
充
実
を

自
動
車
事
故
抑
止
の
た
め
、

市
街
地
の
住
宅
街
な
ど
生
活
道

路
が
密
集
す
る
区
域
を
指
定
し
、
そ

の
区
域
で
の
車
の
最
高
速
度
を
時
速

30
キ
ロ
に
制
限
す
る
ゾ
ー
ン
30
の
整

備
が
必
要
と
思
う
が
。

千
葉
県
内
で
は
、
平
成

23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度

ま
で
に
１
０
７
カ
所
の
整
備
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
八
街
市
通
学
路
交
通
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
今
後
実
施
さ

れ
る
合
同
点
検
に
お
い
て
、
ゾ
ー
ン

30
に
つ
い
て
は
十
分
に
検
討
し
ま
す
。

立
体
減
速
シ
ー
ト
の
整
備
状

況
は
。

立
体
減
速
シ
ー
ト
の
整

備
状
況
は
、
平
成
21
年
度

に
市
道
一
区
１
号
線
と
三
区
40
号
線

の
交
差
点
、
市
道
五
区
３
号
線
の
ク

ラ
ン
ク
付
近
、
市
道
１
０
２
号
線
の

住
野
セ
ー
ブ
オ
ン
前
の
交
差
点
な
ど

市
内
５
カ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

車
両
の
減
速
効
果
や
ド
ラ
イ
バ
ー
に

注
意
喚
起
を
促
す
効
果
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
歩

行
者
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、

火
災
予
防

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
本
年

十
年
を
迎
え
電
池
切
れ
や
劣
化

に
よ
る
故
障
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時

に
作
動
し
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、

古
い
警
報
器
は
火
災
を
見
逃
す
危
険

性
が
あ
る
と
指
摘
が
あ
る
が
、
本
市

は
、
定
期
的
な
作
動
確
認
を
ど
の
よ

う
に
周
知
し
て
い
る
の
か
。

佐
倉
市
八
街
市
酒
々
井

町
消
防
組
合
に
お
い
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
消
防
広
報
紙
ダ

イ
ヤ
ル
１
１
９
、
春
と
秋
の
火
災

予
防
運
動
期
間
や
消
防
防
災
訓
練

等
の
機
会
に
設
置
促
進
や
電
池
交

換
の
重
要
性
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。子

育
て
し
や
す
い
街
づ
く
り
を

野
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で

使
用
で
き
る
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん

の
駅
を
導
入
で
き
な
い
か
。

公
明
党
　
服
部
　
雅
恵

安
心
、
安
全
な
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

ਓݸ
࣭໰

公
明
党
　
角
　
麻
子

火
災
予
防
と
学
力
向
上

ਓݸ
࣭໰

໰໰

໰໰

໰

໰

໰

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

૯
຿
部
長

▲東小学校裏のグリーンベルト

▲火災警報器
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医
療
機
関
の
充
実

全
国
的
に
出
産
で
き
る
医
療

機
関
が
減
少
し
て
い
る
状
況
だ

が
、
そ
の
要
因
は
。

産
院
に
は
24
時
間
対
応

等
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
小

さ
な
医
療
機
関
で
は
対
応
が
難
し

く
、
出
産
に
ま
つ
わ
る
訴
訟
の
リ
ス

ク
が
大
き
な
要
因
と
思
い
ま
す
。

産
院
誘
致
は
。

平
成
25
年
４
月
以
降
、

市
内
で
出
産
で
き
る
医

療
機
関
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
産
院

誘
致
は
本
市
の
少
子
化
問
題
解
決
の

重
要
な
要
素
と
認
識
し
て
い
ま
す
の

で
、
努
力
し
ま
す
。

道
路
問
題

朝
陽
小
学
校
の
交
差
点
改
良

工
事
の
状
況
は
。

県
公
安
委
員
会
と
交
差

点
協
議
を
行
い
、
整
備
計

画
が
確
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
引

き
続
き
地
権
者
と
用
地
購
入
、
及
び

物
件
補
償
の
交
渉
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。い

つ
頃
か
ら
工
事
を
行
っ

て
、
利
用
で
き
る
の
か
。

平
成
29
年
度
中
に
は
工

事
を
実
施
す
る
方
向
で
進

め
て
い
ま
す
。

第
２
庁
舎
解
体
後

第
２
庁
舎
解
体
後
の
利
用
計

画
は
。

跡
地
利
用
に
関
す
る
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る

予
定
で
す
が
、
最
優
先
は
第
１
庁
舎

の
耐
震
確
保
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
進
行
状
況
を
見
極
め
、
財
政
状

況
も
踏
ま
え
た
中
で
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

市
民
体
育
祭

今
年
の
開
催
内
容
と
、
予
算

縮
小
は
出
来
た
の
か
。

縮
小
化
を
図
り
半

日
で
の
開
催
で
し
た
。

予
算
は
前
回
開
催
と
比
較
し
、

１
６
９
万
４
千
５
６
２
円
削
減
で

き
ま
し
た
。

防
災
体
制

今
年
の
非
常
招
集
訓
練
時
に

消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
や
半
鐘
が

な
ら
ず
、前
日
Ｐ
Ｒ
も
な
か
っ
た
が
、

実
施
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

早
朝
実
施
の
為
、

今
年
度
は
通
勤
さ
れ

る
方
へ
の
配
慮
を
し
ま
し
た
。

今
後
の
訓
練
で
は
、
慎
重
に
検
討

し
ま
す
。機

能
別
消
防
団
の
現
状
と
今

後
の
周
知
活
動
は
。

現
在
２
名
の
方
が

入
団
し
て
い
ま
す
。

周
知
は
、
消
防
団
本
部
と
各
分
団
と

連
携
し
、
団
員
確
保
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

農
業
問
題

新
種
の
落
花
生(

千
葉
Ｐ

１
１
４
号)

は
。

新
品
種
は
甘
味
が
強
く
、

既
存
品
種
の
ナ
カ
テ
ユ
タ

カ
と
同
時
期
に
収
穫
が
で
き
、
暑
さ

に
も
強
く
、
病
気
の
発
生
が
少
な
い

の
が
特
徴
で
、
平
成
30
年
に
は
販
売

を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
現
在
品
種

登
録
出
願
中
で
あ
り
、
愛
称
は
今
後

検
討
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

名
称
、
愛
称
の
公
募
は
。

今
後
、
県
と
協

議
す
る
予
定
で

す
。
公
募
は
、
小
・
中
学
生
の
ア
ン

ケ
ー
ト
等
に
つ
い
て
も
、
合
わ
せ
て

検
討
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

誠
和
会
　
鈴
木
　
広
美

誠
和
会
　
山
田
　
雅
士

生
活
環
境
問
題

安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り

ਓݸ
࣭໰

ਓݸ
࣭໰

໰໰

໰໰

໰

໰ ໰

໰໰ ໰

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

長
ҭ
૯ڭ

຿
部
長

૯
຿
部
長

長
部
民
市

経
済
環
境
部
長

▲新品種千葉P114号
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平
成
28
年
２
月
、
国
の

指
針
に
一
部
改
正
が
あ

り
、
胃
が
ん
検
診
等
に
関
す
る
事
項

に
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。
40
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
、
年
１
回
の
実
施
か

ら
50
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
２
年
に

１
回
の
改
正
に
な
り
ま
し
た
が
、
当

分
の
間
、
40
歳
以
上
の
方
を
対
象
と

し
て
差
し
さ
え
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
受
信
者
は
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検

査
、
ま
た
は
胃
部
内
視
鏡
検
査
の
い

ず
れ
か
を
選
択
す
る
事
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
子
宮
頸
が
ん
へ
の
対
策
と

し
て
、
20
歳
以
上
の
女
性
の
う
ち
偶

数
年
数
に
該
当
す
る
方
を
対
象
に
検

査
を
実
施
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
肝
臓
が
ん

の
対
策
と
し
て
、
40
歳
の
方
を
対
象

に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
28
年
４
月

生
ま
れ
か
ら
の
お
子
さ
ん
を
対
象

に
、Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
、

今
年
の
10
月
か
ら
定
期
接
種
と
な
り

ま
し
た
。
検
査

の
助
成
は
検
討

を
重
ね
て
い
き

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

討
、
タ
ク
シ
ー
の
乗
車
料
金
一
部
助

成
制
度
、グ
ル
ー
プ
タ
ク
シ
ー
制
度
、

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ

の
特
典
な
ど
検
討
中
で
す
。

防
災
対
策

大
規
模
災
害
時
の
食
料
備
蓄

状
況
は
。行

政
側
で
の
食
料
、
飲

料
水
の
備
蓄
は
、
約
一
日

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
助
、
共
助

に
よ
る
ひ
と
り
３
日
分
の
食
料
、
飲

料
水
備
蓄
の
必
要
性
は
、
地
域
防
災

訓
練
、
防
災
講
話
、
広
報
や
ち
ま
た

等
で
啓
発
。
家
庭
で
は
、「
ロ
ー
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」
に
よ
る
無
駄
の
出

な
い
備
蓄
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

教　

育不
登
校
児
童
の
現
状
、
年
齢

別
比
率
、
原
因
は
。

本
市
の
不
登
校
率
は
、

小
学
校
全
体
０
・
９
９
％
、

中
学
校
６
・
０
５
％
で
す
。
原
因
は
、

学
校
、
家
庭
、
本
人
問
題
と
な
り
、

本
人
問
題
が
小
学
校
77
・
３
％
、
中

学
校
76
・
８
％
と
最
多
で
し
た
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
助
成
を

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

接
種
が
２
０
１
９
年
度
以
降

は
、
そ
の
年
に
65
歳
に
な
っ
た
人
だ

け
に
な
る
が
、
70
歳
以
上
の
人
に
は

任
意
接
種
で
も
助
成
を
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
は
、
接
種
５
年
後
に

は
ピ
ー
ク
時
の
80
％
に
ま
で
抗
体

価
が
落
ち
、
以
後
徐
々
に
抗
体
価

が
低
下
し
ま
す
が
、
５
年
目
以
降

も
効
果
が
残
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
接
種
を
忘
れ
た
方

も
い
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
任

意
接
種
者
に
対
す
る
助
成
制
度
の

創
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度

ま
で
の
特
例
措
置
が
終
了
し
た
段

階
で
、
改
め
て
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

内
視
鏡
、
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
助
成
を

今
は
、
が
ん
は
早
期
に
見
つ

け
れ
ば
治
る
病
気
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
が
ん
を
見
つ
け
や
す
い

内
視
鏡
検
査
、
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
助

成
制
度
を
。

ま
ち
の
安
心
、
安
全

通
学
路
の
こ
ど
も
の
命
を
守

る
事
故
防
止
対
策
は

歩
道
整
備
、
路
面
表
示
、

ま
た
市
内
全
幼
稚
園
、
保

育
園
、
小
・
中
学
校
を
対
象
と
す

る
交
通
安
全
教
室
や
ド
ラ
イ
バ
ー

に
直
接
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。国

道
沿
い
通
学
路
の
安
全
改

善
要
望
は
。ガ

ー
ド
レ
ー
ル
の

設
置
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
信
号

へ
の
変
更
、
交
差
点
部
分
の
色
分
け

の
実
施
、市
か
ら
印
旛
土
木
事
務
所
、

国
・
県
道
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策

に
係
る
要
望
書
の
提
出
。
信
号
機
設

置
、
歩
道
整
備
等
要
望
活
動
を
継
続

し
ま
す
。高

齢
者
の
事
故
が
多
発
。
本

市
の
対
策
は
。八街

市
地
域
公
共

交
通
協
議
会
に
て
、

ふ
れ
あ
い
バ
ス
再
編
、
公
共
交
通
の

再
編
実
施
計
画
策
定
、
高
齢
者
等
の

移
動
手
段
の
確
保
、
外
出
支
援
策
検

誠
和
会
　
小
山
　
栄
治

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
接
種
、

�

内
視
鏡
、
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
助
成
を
！

ਓݸ
࣭໰

誠
和
会
　
木
村
　
利
晴

安
心
、
安
全

　
　
未
来
あ
る
子
供
た
ち
の
た
め

ਓݸ
࣭໰

໰

໰໰

໰

໰໰

市
長

市
長

市
長

市
長

૯
຿
部
長

໰૯
຿
部
長

長
ҭ
ڭ
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債
権
の
中
断
を
し
て
い
る
金

額
は
。

市
税
が
約
16
億
円
、

国
民
健
康
保
険
税
が

約
20
億
円
あ
り
ま
す
。

債
権
管
理
条
例
策
定
を
見
据

え
て
債
権
回
収
を
一
元
的
に
行

う
組
織
を
作
る
考
え
は
。

市
税
徴
収
率
県
下
ワ
ー

ス
ト
ワ
ン
か
ら
の
早
期
脱

却
が
、
喫
緊
の
課
題
で
す
。
公
金
債

権
の
一
体
的
回
収
組
織
の
設
置
は
、

本
市
の
市
税
等
の
徴
収
状
況
の
推
移

を
見
極
め
な
が
ら
、
他
団
体
の
動
向

も
含
め
、
効
率
的
な
公
金
債
権
回
収

の
あ
り
方
を
調
査
研
究
し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆�

農
業
を
中
心
に
農
商
工
が
連
携
し

た
取
り
組
み

◆�

「
食
と
農
の
景
勝
地
」
認
定
に
向

け
て

◆
農
地
利
用
集
積
の
取
り
組
み

◆
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
対
応

◆
市
バ
ス
の
運
営
状
況
と
活
用

◆
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況

◆
食
育
教
育
の
現
状
と
活
動
状
況

学
力
向
上
の
た
め
に

学
力
向
上
の
た
め
の
一
つ
と

し
て
、
八
街
市
で
行
っ
て
い
た

「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
の
そ
の
後

は
。

「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」

は
、
平
成
28
年
度
版
を
全

学
校
で
製
作
し
て
、
ご
家
庭
で
も
ご

協
力
、
ご
指
導
を
願
え
れ
ば
と
、
各

家
庭
に
配
付
し
て
い
ま
す
。

教
育
セ
ン
タ
ー
の
改
革
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

本
市
の
学
力
向
上
に
向

け
市
教
育
セ
ン
タ
ー
の
資

す
る
役
割
は
重
要
と
考
え
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
指
導
主
事
が
専
任
と

し
て
進
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
課

題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
専
任
の
職
員
を
要
望
す
る
と

共
に
、
現
在
の
市
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
も
あ
わ
せ
た
組
織
の
見

直
し
を
進
め
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆�

不
登
校
児
童
の
打
開
策
・
教
育
課

程
編
成
の
工
夫
・
道
路
整
備
要
望

書
の
状
況
と
対
応

農
業
問
題

農
林
水
産
省
も
推
奨
し
て
い

る
最
新
の
農
業
の
取
り
組
み
で

あ
る
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
」（
農
業
生
産
工
程

管
理
）
の
考
え
は
。

農
業
生
産
活
動
の
各
工

程
の
正
確
な
実
施
、
記
録
、

点
検
、
及
び
評
価
に
よ
る
持
続
的
な

改
善
活
動
で
す
が
、
Ｊ
Ａ
千
葉
み
ら

い
と
連
携
を
図
り
普
及
に
努
め
ま
す
。

財
政
問
題

市
税
等
の
徴
収
状
況
と
今
後

の
見
通
し
は
。

平
成
27
年
度
で
は
、
市

税
現
年
課
税
分
96
・
０
％
、

滞
納
繰
り
越
し
分
14
・
４
％
、
合
計

79
・
８
％
で
す
。
県
内
で
の
順
位
は

３
カ
年
連
続
し
て
最
下
位
で
し
た
。

未
納(

滞
納
者)

へ
の
徴
収

の
現
状
と
組
織
的
な
具
体
策
は
。

初
期
滞
納
者
の
滞
納
税

や
延
滞
金
が
こ
れ
以
上
増
加

し
な
い
よ
う
監
視
を
行
い
、
催
告
に

応
じ
な
い
場
合
は
、
財
産
調
査
の
上
、

差
し
押
さ
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
照
準
あ
わ
せ
て

本
市
の
農
工
商
の
発
展
を
考

え
、
も
っ
と
予
算
を
組
み
、
専

門
の
職
員
を
配
置
す
べ
き
で
は
。

職
員
の
適
正
な

定
員
管
理
な
ど
を

踏
ま
え
、
引
き
続
き
人
事
担
当
と
も

折
衝
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
あ
り
、
八
街
市
の
勝
負
の

時
で
「
い
か
に
し
て
外
か
ら
客
を
呼

ぶ
か
」
大
事
な
時
で
す
。
考
え
は
。

八
街
市
の
基
幹

産
業
は
農
業
と
い

う
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
の
で
、
観

光
案
内
等
々
も
検
討
し
て
、
充
実
し

た
八
街
の
案
内
に
な
る
よ
う
努
力
し

ま
す
。

観
光
協
会
の
設
置
は
。

観
光
協
会
を
発
足
さ
せ

る
に
は
、
八
街
商
工
会
議

所
が
中
心
と
な
っ
て
頂
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
本
年
８
月
に
発
足
し
た
富

里
市
に
学
び
な
が
ら
会
議
所
と
協
働

で
検
討
し
ま
す
。

誠
和
会
　
林
　
修
三
　

誠
和
会
　
石
井
　
孝
昭
　

未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た
ち
と

　
活
力
あ
る
街
の
諸
環
境
づ
く
り

未
来
へ
活
か
す
農
業
、

　
市
税
ワ
ー
ス
ト
か
ら
の
脱
却
へ
の
道

ਓݸ
࣭໰

ਓݸ
࣭໰

あ　

し　

た

໰໰

໰໰

໰ ໰

໰໰

経
済
環
境
部
長

市
長

市
長

໰市
長

૯
຿
部
長

市
長

経
済
環
境
部
長

໰市
長

長
ҭ
ڭ

長
ҭ
ڭ
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福
島
県
い
わ
き
市
で
は
、
中

学
生
に
対
し
、
夢
や
目
標
、
挑

戦
す
る
意
欲
を
記
入
す
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
ノ
ー
ト
を
制
作
し
活
用
を
促
し
ま

し
た
。
生
徒
が
現
在
抱
い
て
い
る
将

来
の
夢
や
目
標
、
そ
の
実
現
の
た
め

の
考
え
方
や
決
意
を
一
冊
の
ノ
ー
ト

に
ま
と
め
、
自
ら
困
難
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
く
と
い
う
意
欲
、
態
度
を

培
う
こ
と
を
目
的
と
し
、「
自
己
理

解
」「
夢
や
目
標
」「
実
現
す
る
た
め

に
努
力
す
る
こ
と
」
な
ど
と
い
っ
た

項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
学

級
担
任
が
、
学
期
末
や
学
年
末
等
に

お
い
て
適
宜
コ
メ
ン
ト
を
記
入
す
る

な
ど
、
生
徒
の
夢
や
目
標
の
実
現
に

向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
共
通
の
ノ
ー
ト
が
あ
れ

ば
、
先
生
方
も
指
導
が
し
や
す
く
、

現
状
と
し
て
は
、
先
生
方
の
裁
量
、

力
量
に
左
右
さ
れ
る
と
感
じ
ま
す
。

見
解
は
如
何
か
。

教
師
の
ア
イ
デ
ア
や
指

導
方
法
に
若
干
の
違
い
は

あ
り
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
は

や
っ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

議
員
か
ら
の
提
案
も
１
つ
の
指
導
方

法
と
し
て
、
校
長
会
等
に
紹
介
し
て

み
ま
す
。

立
志
教
育

「
夢
な
き
者
に
理
想
な
し
、

理
想
な
き
者
に
計
画
な
し
、
計

画
な
き
者
に
実
行
な
し
、
実
行
な
き

者
に
成
功
な
し
。
故
に
、
夢
な
き
者

に
成
功
な
し
」、
幕
末
の
志
士
た
ち

に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
た
吉
田
松

陰
の
言
葉
で
す
。「
何
の
た
め
に
生

き
、
誰
の
た
め
に
生
き
る
の
か
」
と

い
う
、
自
分
の
役
割
や
志
を
見
つ
け

る
こ
と
は
、
豊
か
な
人
生
、
生
活
を

送
る
た
め
に
も
非
常
に
重
要
な
こ
と

で
す
。
ま
た
、
古
く
か
ら
言
霊
信
仰

と
し
て
、｢

夢
を
口
に
出
し
て
い
れ

ば
、
い
つ
か
そ
の
夢
は
叶
う
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
立
志
教

育
と
し
て
、夢
や
志
を
書
き
と
め
て
、

言
葉
に
出
し
て
発
表
さ
せ
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
頂
き
た
い
が
如
何
か
。

児
童
・
生
徒
が
学
習
面

や
生
活
面
に
お
け
る
自
分

な
り
の
目
標
を
設
定
し
て
、
そ
れ
を

書
き
と
め
た
も
の
を
教
室
内
や
廊
下

に
掲
示
し
、
学
年
や
学
級
の
実
態
に

応
じ
て
言
葉
に
出
し
て
発
表
さ
せ
る

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を
持
て
る

取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

　
山
口
　
孝
弘

「
す
べ
て
は
志
か
ら
は
じ
ま
る
」

　
立
志
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
問
う
！

ਓݸ
࣭໰

八街バイパスが開通します
　千葉県が実施しています八街バイパスが平成 29 年３
月に供用されます。
　今回、開通する箇所は、中央公民館前から、国道 409
号のボウリング場付近までの約 1.2km で事業延長約
3.2km のうち 23 年度に開通した部分と合わせ、合計で
約 2.7kmが開通することになります。
　今後は残りの 500 ｍの開通を目指し、引き続き皆様の
ご理解とご協力をお願いします。

長
ҭ
ڭ

長
ҭ
ڭ ໰

໰

国道409号

⇐写真②

⇐写真①

தԝެຽؗ

Ϙ΢Ϧϯά৔
੔උ෦෼ޙࠓ

։௨෦෼ط

五区交差点

至東金

至成田

今回供用部分

JR線

+3ീ֗Ӻ

▲写真①

▲写真②
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成人おめでとうございます

アンテナショップ応援してきました

全議員で一般会計新年度予算を審議
昨年度までは、一般会計予算 ( 当初 ) の審議は、各常任委員会 ( 総務・文教福祉・経済建設 ) に分割し

て審議していましたが、平成 29年度の一般会計予算は、より充実した審議とするため、全議員 ( 議長
を除く ) による特別委員会を設置します。
今後も、市民の意思を市政に的確に反映させるため、継続して議会の改革・活性化に取り組んで参り
ます。　������ ( 議会改革検討協議会）

皆様方の中には、すでに立派な社会人として実社会におい
て、ご活躍されておられる方、また、勉学に専念されている
方もおられることと思います。
現実の社会は、どんな人にとっても決して平坦な道ばかり

ではありません。
しかしながら、皆さんには、一人

ひとり、他の人とは違うそれぞれの
可能性が秘められています。
これからも、それを引き出す努力

を忘れずに、失敗を恐れず、目標
に向かい、あせることなく、かけが
えのない人生を大切に歩んでくださ
い。� （小髙良則議長あいさつ）

12月 15日にＪＲ東京駅丸の内南口前にある「ＫＩＴＴＥ」で開催された、「ちばＩ ･ＣＨＩ ･ＢＡ」( 期
間限定千葉県アンテナショップ ) に八街市が出店し、『八街産落花生』が、たくさんの方々にお買い上げ
いただきました。�

◇人気商品ベスト３◇
第１位…さや入り落花生 (香ばしい香りが口の中にいっぱい )
第２位…八街生姜ジンジャーエール (辛みがちょうどいい )
第３位…ピーナッツペースト (とってもクリーミー !)

（成人式　平成 29年１月８日） ▲新成人834名
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編 集 後 記
　ご存じですか？！　やちまた市議会だよりが年
４回発行されていることを！？　そして、発行毎
に「進化」を続けていることを！！　しかし、ま
だまだ皆様に認識いただけていない存在です。一
人でも多くの方が「気になる」「読みたくなる」
議会だよりを目指していますので、是非皆様の忌
憚のないご意見をお聞かせ下さい！
　平成28年度も残すところあと僅か！本当に月
日の経つのは早いものです。思い返してみると今
年は、日本各地で地震や台風、大雨といった大規
模な自然災害が多く発生した１年でした。心より
お見舞い申し上げますとともに１日も早い復旧・
復興をお祈りいたします。

（小澤孝延）

次回３月定例会日程（予定）
日 月 火 水 木 金 土

2/12 13 14 15 16 17
本会議
定例会開会

18

19 20 21 22
本会議
一般質問

23
本会議
一般質問

24
本会議
一般質問

25

26 27 28
本会議
議案質疑

3/1 2
委員会
総務

3
委員会
文教福祉

4

5 6
委員会
経済建設

7
特別委員会
新年度予算

8
特別委員会
新年度予算

9
特別委員会
新年度予算

10
特別委員会
新年度予算

11

12 13 14 15 16
本会議
定例会閉会

17 18

○会議開会予定時刻○
※本会議・委員会…午前 10 時
※特別委員会…午前 9時（3/10 の特別委員会は午後 1時 30 分）

平成28年４月��日に۽本地震が発生しました。ࢲは、Ԡݥةٸ度൑ఆ࢜として、ઍ༿ٴݝͼݝ಺
2�市の৬һとともに۽本ݝに޲かいました。ݱ地では、ඃ災のあったݐங෺をͻとつͻとつௐࠪし、ة
。のఔ度の൑ఆを行いましたݥ
ӹ৓ொ໾৔かΒ΄Ͳۙいలࣔࢪઃのறं৔ではंதധを続けている方が多くいました。ここかΒెา

でӹ৓ொ໾৔に޲かいました。్தの৽しいॅ୐地では大͖なඃ害は見Βれͣ、ඃ害のఔ度は小さいか
と思いましたが、ळ௡઒पลにさしかかるとٸにܠ৭が一มしました。１֊が׬શに௵れてしまったݐ෺、
大͖く܏いているݐ෺、԰ࠜנや֎นがണがれམちてしまったݐ෺、これΒの࿈続でした。ಓ࿏のΞε
ϑΝϧτにはُ྾がೖり、ϒϩοΫญが౗れಓ࿏を࠹いでいて、௨行するのにもࢧোを͖たす΄Ͳでした。
この地Ҭは、ಛに大͖なඃ害がूதしていたと思Θれます。「このՈにॅΜでいた人はແࣄだっただろ͏
か」「今໷աごす৔ॴは֬อで͖ただろ͏か」「今ޙ、自୐をݐ࠶するたΊのඅ༻はෛ୲で͖るのだろ͏か」
「いつになったΒ今までの฻Βしをऔり໭せるのだろ͏か」そ
Μなことを͑ߟました。ඃ災した方に࿩しを聞くと「໷தに
গしԻがしただけでもාくて目が֮Ίてしま͏」とݴってい
ました。それ΄Ͳ地震にରするڪාが心にࠁまれているので
しΐ͏。大地震はいつͲこにやってくるか୭にも෼かりませ
Μ。しかし、「そのと͖」にඋ͑、ͻとりͻとりが災害にରす
るඋ͑を進Ίておくことが大੾であるとײじました。
� ʤݐ　ࣄهઃ෦౎市ܭը՝　ງ෦ʥ

地震により倒壊した住宅を目の当たりにして

　八街市議会　湯淺祐徳議員はご病気により、１月５日、75 歳にて永眠さ
れました。
　湯淺議員は、平成18年 11月に初当選以来、議会運営委員長、議会議長など、
常に議会のリーダーとしてご活躍されました。
　謹んで故人のご冥福をお祈り申し上げます。




